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転換契約におけるOA出版のワークフロー

⚫ 著者による論文原稿の投稿 / FundRef、ORCIDなどの情報提供

⚫ 論文カテゴリーの決定 / 査読手続き（ピアレビュー）

論文の投稿

編集による
受理

⚫ 論文がジャーナル編集部門により受理されたのに伴い、
責任著者が所属機関の情報などをシステム上で確認

資格要件の確認
所属機関の識別

⚫ 出版ジャーナルや論文タイプが転換契約の対象に含まれているかを
システムが自動的に確認

⚫ 責任著者の所属機関が転換契約参加大学に含まれているかを
システムが自動的に確認

⚫ 論文の情報を、所属機関の承認担当者（Approval Manager）に転送

⚫ 転換契約でのOA出版要件を満たしているか、
所属機関の承認担当者（Approval Manager）が最終確認

⚫ 最終確認済み論文のOA出版

⚫ Funding Noteなどの追記

転換契約OA
出版の承認

OA出版
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論文が受理された後の出版プロセス Springer Nature

論文の受理

所属機関の照合

責任著者の識別

転換契約OA出版の案内

承認 拒否

OA出版
（即時公開）

APC支払 購読モデル

購読モデル
による出版

所属機関からの承認待ち

システムによる
自動識別

Approval 
Managerによる
AASでの承認

メールアドレス
の認証と安全な
リンクの送信

出版合意書の
締結

⚫ 論文受理を知らせるメールに張られたリンク

からシステムに入り、メールアドレスの認証を

行います。

⚫ 認証されたメールアドレスへ安全なリンク

（secure link）が改めて送られます。

⚫ 責任著者（Corresponding Author）は、

システム上で選択した国名や論文投稿時に

提供した所属機関名をもって、転換契約の

参加機関に所属しているかどうか自動的に

識別（Verification）されます。

⚫ 所属機関の承認担当者（Approval Manager）

による承認（Approve）を経て、論文のOA出版

手続きに移行します。

⚫ 所属機関の承認担当者に拒否（Reject）された

場合、責任著者は、APCを支払ってOA出版を

行うか、従来の購読モデルで出版するかを

選択します。
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1. Affiliation provided: The University of Tokyo
2. Email domain recognition: University of Vienna
3. IP recognition: Cairo University

 識別するための判断要因

1. 論文投稿時に登録した所属機関

2. 所属機関のメールアドレス

3. オンライン登録時のIPアドレス

※ 各判断要因によって識別される所属機関が異なる場合は、上記の１，２，３の優先順位で
判断されます。

責任著者を自動識別するための判断要因

⚫ 論文が編集部門により受理されると、責任著者（Corresponding Author）が転換契約の

参加機関に所属しているかどうか、論文に記載された所属機関名やメールアドレスをもとに

自動的に識別（Verification）されます。

“The University of Tokyo”に
所属していると判断
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論文受理の通知レター（※ 転換契約の有無に関わらず共通）

⚫ 論文が編集部門によって受理されると、責任著者に、出版手続きを進めるための

システム（ウェブサイト）へのリンクが貼られたメールが送られます。

⚫ システム上で、メールアドレスの認証を行います。

※責任著者が2名以上のケースは著者への確認は行われず、通常は原稿投稿などのコミュニケーションを

担当した「コンタクト先の著者」がシステム上で自動的に責任著者として認識されます。
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安全なリンク（secure link）を送る
（※ 転換契約の有無に関わらず共通）

⚫ メールアドレスが認証されれば、責任著者に安全なリンク（secure link）が届きます。

⚫ リンクをクリックし、国名や所属機関の識別を行うため改めてシステムへ入ります。
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国名の選択/所属機関の識別
（※ 転換契約の有無に関わらず共通）

⚫ 責任著者は、まずドロップダウンリスト

から国名を選択し、論文のAPC（論文

処理費用）などの基本的な情報を記載

した画面へと遷移します。

次の「Institution or University」で

識別された所属機関を確認します。

⚫ 責任著者が論文投稿時に提供された所属

機関名と、予めシステムに登録している

参加機関の「別名称」が自動的に照合

されます。



所属機関の確認/変更
（※ 転換契約の有無に関わらず共通）

⚫ 論文の投稿時から所属機関が変更されている

場合、「No, I’ve changed institution」

から現在の所属機関を選択する画面へ移動

します。

※所属機関にご変更がない限り、こちらに

表示されている機関名をご採択ください。

学部名や研究室名などを追加入力していた

だく必要はございません。

⚫ 検索枠に機関名を入力し、ドロップダウン

リストから現在の所属機関を選択します。

選択した機関が転換契約に参加していれば、

所属機関に対して論文をOA出版するための

リクエストが申請できます。

※登録機関名が正しく認証されるよう、可能

な限りマニュアルでの入力は避け、プルダ

ウンから該当機関をご選択ください。

⚫ その他の判断要因であるメールアドレスや

オンライン登録時のIPアドレスは自動で

識別されます。
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ウェルカムメッセージの表示
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合）

⚫ 責任著者の所属機関が転換契約の参加機関で

あると識別されると、「ウェルカムメッセージ」

が表示され、転換契約に関する情報が提供され

ます。

⚫ “Next”をクリックし、選択した所属機関と転換

契約の案内を確認します。最後に”Submit for 

approval”をクリックして、所属機関の承認を

待ちます。

⚫ 責任著者および論文の情報が、所属機関の

Approval Managerに転送されます。
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ウェルカムメッセージから各参加機関の情報サイトを確認
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合）

⚫ ウェルカムメッセージに記載された

リンクから研究者向けホームページへ

移動します。

⚫ 「参加機関一覧および連絡先」から

所属機関のOA出版のサポートポリシー

などについてご確認いただきます。
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⚫ ウェルカムメッセージを受領した責任著者には、必ず所属機関の情報サイトをご参照いただく

か、お問い合わせメールアドレスまでお問い合わせください。

ウェルカムメッセージから各参加機関の情報サイトを確認
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合）

11

パイロット転換契約 J-SPRINTA

※実際のリストは下記アイコンをクリックいただくことで、ご確認いただけます。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/e/2PACX-1vT_zovyKHnMwjyoSeKsAjWnCjmdXCsHLJ0Qp4V9xcWRGQzubX4BtsS2dsoNPGb_V8nMTRyGKLOImvaR/pubhtml
https://docs.google.com/spreadsheets/d/e/2PACX-1vQiCMQ_u_05IwGf3wIOa6Q8WFrfVKfzkV5VnXb6ouEB18mkE9EAxFJhWZqEQhS49-irnOCEate9sEkv/pubhtml


⚫ 責任著者の所属機関が転換契約に参加して

いない場合、ウェルカムメッセージは表示

されず、通常の出版ルートに進みます。

⚫ APC価格を確認し、OA出版を行うか、

従来の購読モデルで出版をするかを選択

します。

⚫ 「Change institution」から前の画面に

戻り、所属機関を選び直すこともできます。

所属機関の識別（※ 所属機関が転換契約に参加していない場合）
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Approval Managerによる「承認」
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合）

⚫ 転換契約でのOA出版要件を満たしていることが所属機関のApproval Managerに承認されると、

システム上にその旨のメッセージが表示され、出版合意書へのリンクが張られたメールが

責任著者に送信されます。
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Approval Managerにより論文が「承認」された後のフロー
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合：OA出版手続き）

① OAで出版されることを確認し、該当する出版合意書を生成
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Approval Managerにより論文が「承認」された後のフロー
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合：OA出版手続き）

② 出版合意書の内容と規約を確認し署名
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Approval Managerにより論文が「承認」された後のフロー
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合：OA出版手続き）

③ カラーチャージ費用支払いの有無を選択
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Approval Managerにより論文が「承認」された後のフロー
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合：OA出版手続き）

④ Yesを選択した場合、請求先住所など必要事項を記入
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Approval Managerにより論文が「承認」された後のフロー
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合：OA出版手続き）

⑤ Noを選択すると、出版合意書締結の画面へ遷移する
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Approval Managerにより論文が「承認」された後のフロー
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合：OA出版手続き）

⑥ 責任著者のメールアドレス宛に出版合意書の写しが送付される
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Approval Managerによる「拒否」
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合）

⚫ 転換契約でのOA出版が所属機関のApproval Managerに拒否されると、システム上にその旨の

メッセージが表示され、同時に、メールが責任著者に送信されます。

⚫ 責任著者は、APCを支払ってOA出版を行うか、従来の購読モデルで出版するかを選択します。
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Approval Managerにより論文が「拒否」された後のフロー
（※ 所属機関が転換契約に参加している場合）
⚫ リンクからシステムに入り、APC価格を確認した上でOA出版または購読モデルのいずれかを

選択します。

⚫ 選択した出版モデルに応じた出版合意書の生成や支払い画面の入力を行います。

OA出版

購読モデル
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OA出版（例）
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OA出版（例）：Funding Note

⚫ 論文末尾のAcknowledgement（謝辞）やFundingセクションに、OA出版のための資金を

サポートした所属機関 / コンソーシアムなどの情報を載せることができます。

※ 参加機関ごとに記載内容をカスタマイズすることが可能です。
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出版の通知

⚫ 論文が出版されると、OAライセンスなど

の情報についてまとめた通知メールが

責任著者に送られます。

➢ 出版論文の情報

➢ クリエイティブ・コモンズ・ライセンス

（CC-BYもしくはCC-BY-NC）

➢ 論文の共有方法

➢ 論文の公表 / 引用

➢ その他の著者向けサービス

➢ オンライン版のリンクおよびPDFコピー
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著者向けサポートサービス
⚫ ヘルプページ（日本語）：

https://support.springernature.c
om/ja-JP/support/home

 AASテクニカルサポート：
OR Support Institutional ※日本語対応可

OA.Verification@springernature.com

参加機関リストおよび各機関の情報サイト・お問合せ先：

⚫ Institutional Open Access Agreement
（著者向けページ）：
https://www.springernature.com/jp/open-
research/oa-agreements/japan

 各参加大学による支援内容の詳細については、
「参加機関一覧および連絡先」に記載されてい
る所属機関のウェブサイトをご参照ください。

パイロット転換契約 J-SPRINTA

https://support.springernature.com/ja-JP/support/home
https://support.springernature.com/ja-JP/support/home
mailto:OA.Verification@springernature.com
https://www.springernature.com/jp/open-research/oa-agreements/japan
https://www.springernature.com/jp/open-research/oa-agreements/japan
https://docs.google.com/spreadsheets/d/e/2PACX-1vT_zovyKHnMwjyoSeKsAjWnCjmdXCsHLJ0Qp4V9xcWRGQzubX4BtsS2dsoNPGb_V8nMTRyGKLOImvaR/pubhtml
https://docs.google.com/spreadsheets/d/e/2PACX-1vQiCMQ_u_05IwGf3wIOa6Q8WFrfVKfzkV5VnXb6ouEB18mkE9EAxFJhWZqEQhS49-irnOCEate9sEkv/pubhtml
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